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幼少年指導については、段階的に前向

きに、優しく、解りやすい言葉で根気

強く行うことが大切。 

幼少年がやる気を持てるように、試合に勝つために

はあきらめないで継続して頑張ると勝てるようにな

るよ！（動機付け） 



少数ではあるが、女子は２日間の参加は厳しいので

１日の中でできるようにとの要望もあり。 

各ブロックとも、幼少年の反応は大変楽しかったよ

うです。女子委員会が剣道普及の底上げにご尽力さ

れていることをつくづく感じました。 

女子審判研修会は、参加者全員が熱心に取り組む姿

があった。課題としては、今後審判の経験値を高め

ていく必要も感じられたそうです。 

選手７人制でチームに幅があり、最後まで勝敗の行

方が分らなく大会が盛況であった。今後も７人制で

大会が開催される様です。 
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幼少年指導 ～幼少年剣道の活性化を目指し、剣道の魅力に迫る～     軽米満世 

1 期 日 令和５年 4月 2日（土）～3日（日） 

2 場 所 兵庫県神戸市 

3 指導内容及び展開計画 

（1） 指導内容＜幼少年指導の具体例＞ 

○子供たちに興味関心を持たせ、楽しく剣道を学ぶ活動の紹介 

○発達段階等、子供の実態に応じた段階的な指導の紹介 

（2） 展開計画 

時

配 

活 動 内 容 活動の趣旨及び指導上に留意点 
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1．趣旨と流れの確認 

 

 

2．活動の実際 ※準備運動 

（1）気・剣・体の一致を意識した楽しい動機付け 

① 発声選手権（気迫のある声） 

② 剣道じゃんけん（面・小手・胴）（礼法・目付） 

③ その他紹介：すり足リレー・すり足じゃんけん 

・手刀攻防など 

(2）基本動作の習得に向けた活動例（手刀で段階的に） 

①自然体・体さばき（足さばき） 

②送り足（前進後退、左右など） 

③ツーステップ⇒体を突き出す 

④スキップ⇒股関節からの踏み込み 

1．2．3．⇒1．2．⇒1．⇒0から踏み込んで面⇒残心 

・ャ-ャ-ャ-面・面・面⇒ャ-踏み込んで面⇒残心 

・ャ-ャ-ャ-小手・小手・小手⇒ャ-踏み込み足小手⇒残心 

・ャ-ャ-ャ-胴・胴・胴⇒ャ-踏み込んで胴⇒残心 

(3)竹刀の持ち方・構え方（中段の構え） 

① 素振り⇒正面・小手・胴(振り頭上で返す） 

② 竹刀で基本動作を身につける 

・ャ-ャ-ャ-面・面・面⇒ャ-踏み込んで面⇒残心 

・ャ-ャ-ャ-小手・小手・小手⇒ャ-踏み込み足小手⇒残心 

・ャ-ャ-ャ-胴・胴・胴⇒ャ-踏み込んで胴⇒残心 

③ 打ち方・打たせ方（打たせ方 2通りの紹介） 

・対人：元立ち（師匠）と掛かり手（弟子） 

・礼⇒前進後退⇒面・小手・胴打ち抜けて⇒残心 

※振りかぶりと右足の踏み込みを合わせる(言葉で) 

3．まとめ 

※幼少年指導は、色々な子供への配慮、母親が子供を

優しく教え諭すような眼差しで褒めて伸ばす指導を 

※垂、胴を装着し竹刀を持って集合 

 

 

※対人性を生かしたアイスブレーク的な 

動きで心と体をほぐす 

※剣道の特性に触れ 

・発声（丹田から） 

・足さばき 

・左足の引きつけ 

※立腰教育 

・腰骨を立てることで、やる気やけじめ 

 自己を律する等を培い生きる力を育む 

・後足の引きつけ(後⇒右足､前⇒左足) 

・姿勢・目付 

※左足の引きつけ・股関節（紙コップ） 

※残心（不離五向） 

・目・つま先・臍・剣先・心 

 

※竹刀の安全点検（どこを確認するか） 

※中段の構え 

・左手の握り・剣先は一足一刀の間合に

おいて両目の中央、または左目の方向 

・竹刀の握る位置に印を付ける紹介 

※刃筋 ※打突部・打突部位 

どこで、どこを打つのか・気剣体の一致 

・間合（相手との距離） 

・一足一刀・打ち抜けさせる 

※剣道の魅力は、人間形成に繋がる武道

としての奥深さにある。 

※難しいことを易しく､易しいことを 

深く､楽しく伝える工夫が求められる 

テーマ：子供の実態に応じて、段階的に楽しく学ぶ剣道の基本動作の例の紹介 

親の期待：礼儀.躾・仲良く・強い選手 

子供期待：仲良く・楽しく・強い選手 

・大きな声 

・気を合わせる 

・礼（目を見て） 

・かっこいい 





 

三磨の位：良い指導者に学ぶ。工夫研究を行う。それを錬る。 

     指導を受ける者とともに修錬する。そのことにより技術と精神を教える。 

指導を受ける者とともに修錬する。そのことにより技術と精神を教える。 

竹刀の点検、道場の点検、手足の爪の点検、換気の点検等 

難しい言葉でなく分かりやすい言葉で短く指導する。 

年齢、性別、体力、生活などを考慮した修錬をさせる。 

 

試合に勝つことだけでなく、将来のことを見据えて伸びる稽古を指導する。 




